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下水道インフラの健全度向上に向けた
専門チームを設置

安藤ハザマの下水道インフラプロジェクトチーム

専門チームで検討・開発に取り組んでいる技術

2025年1月に埼玉県八潮市で発生した幹線下水道管路損傷に起因する
大規模陥没事故では、硫化水素で腐食した下水道管に起因するとの
考えが示されるなど、設置から長期間経過した下水道インフラの老
朽化は全国規模の課題として認識され、その対策が急務です。

下水道管路の健全度を向上させるために“安藤ハザマがいま提供でき
るソリューション”を取りまとめるとともに、保有技術の展開や新た
な技術開発を担う専門チームを設置して取り組んでいます。
当社が得意とする技術を下水道インフラの修繕、改築に活用するこ
とで、管路の損傷に起因する陥没事故の未然防止に貢献します。

下水道周囲の劣化，空洞調査技術

地盤陥没を防止する技術

補修・更生・改築技術

下水道管内は、下水が流れており，高水位となっ
ている場所も多く、調査等を行うにも非常に過酷
な状況と言えます。
このような状況下でも適切に劣化状況を点検や調
査が可能となる技術開発を行っています。

腐食や劣化が侵攻した下水道管路は，補修や布設
替が必要となりますが、すぐに対応できない場合
もあります。
深刻な陥没事故を防止する新技術の開発や管路を
長寿命化する技術開発をめざしています。

下水道管路の更新は，埋設深さが浅い下水道管で
あれば開削工法が多く、埋設深さが深くなれる場
合や交通量の多い道路では非開削工法で施工がさ
れることが多い状況です。八潮市の事故を踏まえ
て下水道管路の二条化も検討されています。これ
らを推進する技術開発も進めています。
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